
教育理念
ヒューマニティを基本とし

看護の（実践的）知識

看護の熟練した技術

生命の尊厳と慈愛する心（精神）

を持つ、創造的看護師を育成する

教育目的
市立室蘭看護専門学院は、法律の定めるところにより、看護師としての知識・技術及び態度を習得

せしめるとともに、社会に貢献し得る有能な人材を育成する。

教育目標及び学年別到達目標

教 育 目 標 １ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年

１．人間を身体的・

精神的・社会的に統

合された存在として

理解し、生命の尊厳、

人間愛を尊重するこ

とができる能力を養

う。

1)人体の構造と機能に
ついて基礎的知識を持

つ。

2)人間を身体的・精神
的・社会的に統合した

存在であると理解でき

る。

3)生命の尊さや倫理を
知ることができる

4)対象把握のための看
護技術を理解し、実施

できる。

5)基本である礼節をわ
きまえることができる

1)人間を身体的・精神
的・社会的に統合した

存在として捉えること

ができる。

2)健康障害がある対象
に必要な看護の方法を

理解し、実施できる。

3)対象と倫理的態度で
接することができる。

4)良い人間関係を築く
必要性を理解できる。

1)対象の身体的・精神
的・社会的変化を理解

し、問題解決のための

看護を実施し、評価で

きる。

2)生命の尊厳を基盤
に、人間としての権利

を尊重した看護が展開

できる。

3)社会人としてのマナ
ーを身につける。

２．人々の健康と生

活を、自然・社会・

文化的環境とのダイ

ナミックな総合作用

及び心身相関などの

観点から理解する能

力を養う。

1)看護の対象には、家
族および地域で生活し

ている人も含まれてい

ることを理解できる。

2)対象の健康の状態や
状況を理解し、共有し

ようとする姿勢を持つ

ことができる。

3)対象の周囲にある危
険に気づくことができ

る。

1)対象への看護実践を
通して、対象に及ぼす

影響について振り返る

ことができる。

2)看護実践を通して、
対象の気持ちを考える

ことができる。

1)健康に関する課題を
解決するための看護実

践を通して、看護の対

象が生活していく存在

であることを理解でき

る。

2)対象の健康に影響す
る現象を分析・解釈・

統合し、課題を抽出で

きる。

3)対象の健康の保持増
進、疾病予防のための

セルフコントロールに

必要な看護を実践でき

る。



３．専門職業人とし

て、人々の多様な価

値観を認識し、人間

関係構築におけるコ

ミュニケーション能

力を高め、倫理と医

療安全に基づいた看

護を実践できる基礎

的能力を養う。

1)看護の主要概念を理
解し、人間の多様な価

値観や生活信条に気づ

くことができる。

2)自己理解・他者理解
のためのコミュニケー

ション方法を理解でき

る。

3)学則など順守すべき
内容を理解し、必要な

行動がとれる。

4)生活の中にある倫理
的課題に気づくことが

できる。

5)人間関係における効
果的なコミュニケーシ

ョン技術を理解し、学

校生活で生かすことが

できる。

6)人間の基本的ニード
を理解し、援助的人間

関係における効果的な

コミュニケーション技

術を理解できる。

7)専門職業人として看
護の質を追求する必要

性を理解できる。

1)対象は多様な価値観
や生活信条を持ってい

ることを理解できる。

2)対象の個別性に応じ
た看護の必要性を理解

できる。

3)学則など遵守する意
義と、人間関係に及ぼ

す効果や影響を考えて

行動できる。

4)医療安全に関する規
則および看護実践に必

要なガイドラインに従

って行動できる。

5)人間の意思決定に関
わる権利を尊重し、権

利を擁護する意味を理

解できる。

6)対象への看護実践を
通して、援助的人間関

係を形成できる。

7)専門職業人として、
看護の質を追求し、援

助に生かすことができ

る。

1)看護職が遵守すべき
内容とその責務を理解

し、必要な行動をとる

ことができる。

2)倫理的問題場面に気
づき、解決に向けて考

えることができる。

3)対象との相互作用を
活用し、看護を展開す

ることができる。

4)対象に起こり得る状
態および危険を予測

し、医療安全のために

必要な行動をとること

ができる。

5)対象に実践した看護
をリフレクションして

振り返り、看護の課題

を見出すことができ

る。

6)専門職業人として、
看護の質を追求し、看

護実践を通して、自己

の課題を発展させるこ

とができる

４.看護独自の機能を
理解し、あらゆる発

達段階・健康状態に

ある人々の健康上の

課題に対応するた

め、科学的根拠に基

づいた看護を実践で

きるとともに、最新

知識・技術を自ら学

び続ける基礎的能力

を養う。

1)人間の基本動作を理
解し、日常生活援助に

必要な看護技術を実施

できる。

2)対象との関わりから
健康の状態や生活の状

況に関する客観的・主

観的情報を収集し、理

解できる。

3)対象の健康上の課題
を解決するために、基

本的ニードを考慮した

日常生活援助を実践で

きる。

4)対象に実践した看護
をとおして、援助の意

味を考えることができ

る。

5)学習の過程で生じた
疑問を解決する姿勢を

もって、自己の学習方

法を工夫することがで

1)人間の誕生から死ま
で生涯各期の成長、発

達の特徴を理解でき

る。

2)生涯各期の成長・発
達を促進する看護の方

法を理解し、実施でき

る。

3)対象への看護実践を
振り返り、看護の課題

を考えることができ

る。

4)健康課題に応じた生
活の再構築や生活機能

の維持・生活の質向上

のための看護を実践で

きる。

5)必要な学習課題を自
覚し、学習方法を確立

できる。

6)対象に応じた看護を
実践するために、理論

1)様々な発達段階や多
様な健康課題を持つ対

象を理解できる。

2)対象の健康に関する
課題を解決し、個別性

に応じた看護が実践で

きる。

3)対象に応じた根拠に
基づく看護を実践する

ために、理論的知識や

先行研究の成果を探索

し、活用できる。

4)卒業後の進路を決定
し、キャリアビジョン

を描くことができる。

5)看護を学習していく
ことに誇りを持ち、発

展的に学習を継続する

姿勢を持つことができ

る。

6)これまでの学習を振
り返り、文献を活用し



きる。

6)自己の看護観を述べ
ることができる。

的知識や先行研究の成

果を探索し、実践に活

用するための方法を理

解できる。

7)自己の看護観を述
べ、語り合うことがで

きる。

ながら自己の看護観を

深め述べることができ

る。

５．保健・医療・福

祉制度と他職種の役

割を理解し、その中

における看護の役割

を認識し、チーム医

療を実践するととも

に、人々が社会資源

を活用できるよう調

整するための基礎的

能力を養う。

1)日常生活・学校生活
において、環境整備・

健康管理ができる。

2)グループ活動の意義
を理解し、グループで

の学習体験をとおして

自己表現ができる。

3)保健・医療・福祉に
関する法律および制度

が、人間の健康保持・

増進の役割を担ってい

ることを理解できる。

4)看護実践の場を体験
し、看護師の役割に関

心を持つことができ

る。

1)グループ活動ではリ
ーダー・メンバーの機

能を活用し、チームの

一員として役割を遂行

できる。

2)対象の健康保持・増
進、生活の再構築の役

割を担っている保健・

医療・福祉に関する法

律および制度を理解で

きる。

3)チーム医療における
看護職・他職種に関わ

り、対象の健康障害に

関する課題を理解でき

る。

4)医療安全に関する規
則および看護実践に必

要なガイドラインに従

って行動できる。

1)保健・医療・福祉に
関連する法律および制

度におけるマネージメ

ントの実際を理解でき

る。

2)チーム医療における
看護職・他職種の役割

を理解し、対象の看護

実践に活用することが

できる。

3)看護実践に必要な関
係法規を遵守し、対象

に必要な看護を実践で

きる。

4)対象に起こり得る状
態および危険を予測

し、医療安全のために

必要な行動をとること

ができる。


